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たうえで.材料科学的特性を把握しなければならない。筆者はこのような人工の地盤構成層を人工地質と
とらえ，従米，自然状態の地層に適用されてきた属序学の手法を検証しつつその特性を明らかにした。ま
た，その特↑'li:にあった地質探査五を考察するために各届物四探査手法を比較検討し， 自然状態の地層との
累重関係までfhめた最適の方法を提案したじ
千葉県に分命する人工地盤についての層停学的検討の結果から.筆者は海岸埋立地のような水の営力が
主体で造成された埋立地には従米の層序学が適同できるが，谷埋め捕り土や廃棄物層では人為的な要素が
混入しすぎるために新たな概念が導入される必要があることが判明した。すなわち，盛り土居や廃棄物層
では単層，部層などの層序学的概念は適用できず，むしろ地質学的には層全体が人類のBioturbationを受
けた産物としてとらえることが重要であると出摘した。このような人工地盤の堆積物とその下位や側方に
残存している白然地質との境界は居岸学でいう不警合には当たらず. Bioturbaiioηl克界と認識する必要が
あるとした。筆者はさらに.このような人工地盤での分布や層相についての探査には微動特性と電気的特
性を利用する探宜法が有効であることを示した。
人寸:地盤に対する地質学的アプローチはl世界的にも始まったばかりであり，筆者の研究方法はそのよう
な状況のなかで，一定の研究分野を創設するパイオニア的成果である。このように，本論文は寧猛な現地
調斉に裏打ちされた堆積物の庖序学的検討に加えて.その研究手法を提起することによって，第円紀層序
:芋の分野での発展に寄勺ーする成果をりており，博士(埋乍)の学位を授与するに摘するものと審貸した。
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